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第２回 河内長野市総合計画（第２部会） 議事要旨 

日時：令和６年12月13日（金） 

午後６時から 

場所：501 会議室 

 

１．開会 

〇事務局あいさつ 

 

２．議事 

（１）基本構想骨子（素案）について（協議） 

→資料１に基づき基本構想骨子（素案）について説明。 

 

（質疑なし） 

 

→資料１、資料２－１、２－２に基づき、基本構想骨子（素案）について 2 つのグルー

プに分かれてディスカッション。 

 

３．事務連絡 

→事務局より、事務連絡について説明 

 

４．閉会 

 

（以上） 
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【参考：ディスカッションで出された主な意見】 

問：10 年後、私たちはどんな「ふだん」を生きているのだろう。 

答え（コピー） A グループ B グループ 

自然が元気、みんなも

元気。 

 身近に緑がたくさん 

 緑の中をウォーキングでき

る、寺ケ池公園、木もたく

さん 

 家で菜園もできる 

 世間では美しい水にホタル

のイメージ→少し汚れたと

ころに多くホタル 

 まちの発展より、人が少な

くなったほうが自然は綺

麗。逆方向かも。 

 自然を守るためのみんなの

取組みが活発である 

 みんなの自然。みんなで作

って守っていく自然である

という思いを追加 

 変わらない日常 

 自然が元気、みんなが元気

→元気な景色が美しい 

 森の河内長野、森林がいっ

ぱい 

 自然というより「森」 

 テクルートやダイヤモンド

トレイルを歩き、河内長野

を知る 

 遠くからの見た目は風光明

媚、現地で自然を感じられ

る？ 

 現場に行くと手入れがされ

ていないことが分かる 

 10年後はまだ手入れの過程

ではないか 

 手入れをする具体的な担い

手は誰か 

 誰が自然を守るのか 

 まちが元気だから人が集ま

ってくる、という要素が必

要 

 元気とは健康増進、長生き

のこと 

 説明文が長い 

ホタルも、子どもたち

も、光ってる。 

 ホタルも、子どもたちもは

良いフレーズ 

 その源は自然の中で子ども

たちが自然に親しみながら

生きていけること 

 BBQ 場が身近にたくさん 

 毎日を楽しむ 

 （自然を楽しむには）知

識・情報がいる 

 ホタルを強調すると人が増

えないか心配 

 手入れされた自然が繰り返

し強調されることに違和感 

 子どもの数が減らない、と

いう要素を入れたい 

 子どもの数を維持 

 他市にうらやましがられる

ように 

 変わらないなつかしさ、ふ

るさとがあることのありが

たさ 

水が美味しい。川が、

まちが、美しい。 

 川遊びができる 

 「まちが」は別枠では？美

味しい水に焦点 

 日々感謝 

 水は全域美味しいわけでは

ない 

 「おいしい」はひらがなの

方が良いのでは？ 

 滝畑ダムは治水ダムではな

い 

 岩湧の水が美味しい 

 水に名称を付けてブランド



3 

 

化できないか 

 水に余計なお金がかからな

い 

求心力も抜群？ 日本

一「安心」なまちへ。 

  防犯の要素をもう少し強調 

オンラインで、まちづ

くりに参加？ 

 オンラインでまちづくりに

参加できる？（対面では？） 

 

ちょうどいい近さの、

ご近所さん。 

   町内会加入者は減る一方 

 理想は分かるがここは特に

現実との乖離が大きい 

 

問：「じぶん」が活きるまちって、どんなまちだろう。 

答え（コピー） A グループ B グループ 

全員、主役。全員、フ

ァン。 

 違いを尊重する。まちと人。 

 スーパースターを育てる 

 スポーツクラブの推進 

 全員主役、全員観客 

 

支えて、支えられて、

活かし合って。 

 一人ひとりが生きがい、や

りがいをもてるまち 

 古文書を読もう 

 

地域がまるごと、学校。  くろまろ塾  

学びを、誰かの喜びに。  マージャン大会  

動いた先で、いくつも

の感動を。 

 人に感動、笑顔に感動 

 高齢者お出かけチケット 

 動いて行ける手段がすぐわ

かる 

 あちこち行ける幸せ 

 どこでも行ける 移動の楽

しさ 

 今日も新しい発見 

 河内長野の別荘地化、目指

せ軽井沢 

 いつでもどこでも感動たく

さん 

 元の案（行きたいところへ 

行きたい時に）の方がしっ

くりくる 

 交通手段を選べるように 

みんなバラバラ、みん

なイキイキ。 

 自分を大きく拡げられる  

 

問：③これから、どんな「好き！」を深めていけるだろう。 

答え（コピー） A グループ B グループ 

まちの顔を、笑顔でい

っぱいに。 

 更に交流を 

 インキュベーションできな

い？→商業活性化につなげ

 駅に親しみと愛着を（大事

に思ってもらえる） 

 駅前整備が 10 年後に出来
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る 

 醬油蔵を中心とした商店街

スペースづくり 

ているとは思えない 

 みんながイメージできる駅

に 

 「まちの顔」は駅で良いの

か？ 

あたらしい一歩、踏み

出し放題。 

 健康  

推せるものを、育てる

うれしさ。 

 お祭りの開放 誰でも参加 

 長野公園のオオムラサキを

保護したいが情報が知られ

ると乱獲？ 

 河内長野市立農学部 

 

住（じゅう）を、もっ

と自由に。  

 市街地もええけど、秘境も

ええで 

 ウィークエンドを自然の中

で←家庭菜園＋小屋 

 リモートワーク、サテライ

トオフィスを古民家で 

 発見、学びの楽しさのある

暮らし 

 河内長野環状線 

 田舎暮らし（山暮らし）が

できるように 

 住み替えしやすい（年齢や

健康状態に合わせて） 

 ライフステージに合わせて

住み替えられる 

 外部から入ってきやすい、

溶け込みやすい 

 説明がよく分からない 

畑で活躍するクリエイ

ター？ 

 クリエイティブ（短期）も

いいけど、マイスター（長

期）の育成 

 農林業はカッコいい、サブ

カルチャーに 

 農産物が高く売れるように 

 畑で活躍するクリエイター

は既にいる 

 収益性の高い稼げる農業

（ブランド・希少価値） 

 しがらみの少ない農業 

 自由に活躍できる農業 

 職農、農住近接 

 貸農園にできる 

つながって、叶えてい

く。 

 積極性 

 つながる場づくり、場があ

るまち 

 

その他   3-4 と 3-5 は集約できない

か 

 

その他の意見 

A グループ B グループ 

  食糧自給率が高いことなどをアピールで

きないか？ 

 犯罪発生率の低さと地盤以外にも安心を

アピールできないか？平均以上ならアピ

ール 

 安心は地盤の固さだけ？ 

 良い答えを導くための問いになっている

のが気になる。 
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 千年都市は「都市」で良いか？千年のま

ち、では？ 

 

 

 

 


